役と なり、 彼が 学校 出た ての 青年と なって、 口頭試問 

を やっての けた。 

「どういう わけで、 君 は 本社に はいりたい のかね ご I 

I そして 私 は、 和服な の を 洋服の つもりで 肩 をい から 

し、 大仰に 左の 耳 を 彼の 方に 差 出した。 

「御社が 気に入った からです ご 

「うむ。 ただ 気に入った、 だけで は 分らない が、 どう 

いうと ころが 気に入つ たかね ご —— 私 はまた 左の 耳 

を 彼の 方に 差 出した。 

「営業 方針が 堅実 だからで すご 

「なるほど、 そう 見える かね。 私 はぐつ と 反身に 
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